
六所家総合調査事業の集大成 

富士市今泉には、戦国時代から明治時代初頭まで富士山東泉
院と呼ばれた大寺院がありました。戦国時代、東泉院は富士郡
下方における富士村山修験の拠点寺院として、今川氏、北条氏、
武田氏の間で勃発した河東一乱を巧みにくぐりぬけ、その後も
江戸時代を通して、密教寺院として、かつ、富知六所浅間神社
を掌握する別当として君臨しつづけました。また、神戸村をは
じめとする周辺六か村の地頭（領主）でもあったことから、歴
史学者の間では古くから注目されてきた寺院です。 
本書は、六章に分けて東泉院の歴史をご紹介する概説本で
す。ぜひお手元にとってご覧ください。 
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